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慣性核融合発電炉において，炉壁面が核融合

出力による極短時間のパルス高温負荷を受ける

ことが想定されている[1,2]．しかし、アブレーショ

ン閾値付近のパルス負荷を受けた時の炉壁材料

の表面及び内部状態への影響について明らかに

なっていない．本研究では、核融合反応出力が炉

壁表面に付与する影響を模擬するべく，炉壁候補

材として想定されているタングステンにパルス

レーザーを照射した試料表面の結晶粒を，電子線

後方散乱回折（EBSD）法を用いて観察し，結晶
粒径への影響について検討した． 
パルス幅17nsでエネルギーELのレーザーをタ

ングステン試料へ照射したときに吸収されるエ

ネルギーEWを，試料温度を測定することで算出し

た結果，EW = 0.05ELの関係となった．これより，

核融合炉で想定されているエネルギーフルエン

ス1～2 J/cm2となるように，パルスレーザーをタン

グステン試料に照射した． 
Figure 1に未照射箇所，Figure 2に1 J/cm2照射箇

所，Figure 3に2 J/cm2照射箇所の試料表面をEBSD
で観測した結果を示す．Figure 4に示す平均結晶粒
サイズ分布の通り，パルスレーザーを照射するこ

とで表面の結晶粒径が大きくなったことがわか

る（p =0.00188）．温度上昇に伴って試料の結晶粒
径が変化し，再結晶脆化を引き起こすことが知ら

れている[3]． Figure 4に示す通りレーザー照射後
の平均結晶粒サイズは1 μm以下程度であるが，ア
ニーリング処理した試料の粒径は5.6~8.4 μmであ
った[4]．このため，パルスレーザーを照射した箇

所は，再結晶化ではなく，融解して結晶粒径が大

きくなったと考えられる． 
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Figure 2: 照射箇所（1 J/cm2）の表面画像 

 

 
Figure 3: 照射箇所（2 J/cm2）の表面画像 

 

 
Figure 4: 未照射及び照射箇所の平均結晶粒サ
イズ分布 

 
Figure 1: 未照射箇所の表面画像 
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